
第１回 米原市部活動地域展開検討委員会

令和８年９月15日 米原市教育委員会

１ あいさつ
2 委員の紹介および委嘱交付
3 委員長の選出
4 諮問書の手交
5 報告事項
（１） 部活動改革の動向と国・滋賀県の方針について
（２）米原市の部活動の地域展開の現状と課題
（３）地域展開に関するアンケートの実施について

6 協議事項
（１）各委員による意見交換

７ その他
（１）次回委員会の開催予定について
（２）事務局連絡
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報告事項 （１） 部活動改革の動向と国・滋賀県の方針について

１．部活動改革の基本理念について

部活動改革の基本理念

〇活動機会の確保と充実
急激な少子化が進む中でも、将来にわたり生徒が継続的にスポーツ・文化芸術活動に親しむ機会を確保・充
実させる。
〇新たな価値の創出
部活動の教育的意義を継承しつつ、地域資源を最大限に活用することで、障害の有無や得意不得意に関わら
ず、全ての生徒のニーズに応える「豊かで多様な体験の場」を地域全体で創出する。

部活動改革の背景
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〇少子化とニーズの多様化
急激な少子化に伴う生徒数の減少により、全国的に学校単位での部活動維持が困難となり、生徒の多様なニー
ズや選択肢の確保が大きな課題となっている。
〇教員の負担軽減
全国的に専門経験のない教員が指導にあたることが常態化しており、質の高い指導を求める生徒ニーズへの対
応と、教員の過度な負担の解消が大きな課題となっている。

将来的に子供たちのスポーツ・文化芸術活動の機会が損なわれる恐れがあることから、国の方針に基づ
き、活動の場を地域へと広げる「地域展開」への転換が急務となっています。



報告事項 （１） 部活動改革の動向と国・滋賀県の方針について

１．部活動の基本理念について
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「地域展開」と「地域連携」について

〇地域展開（旧称：地域移行）
運営の主体を学校から地域へと広げ、地域クラブとして実施する形態です。「地域で新たな価値を広げてい
く」という願いを込め、現在は「地域展開」と呼んでいます。
〇地域連携
学校部活動の枠組みを維持しながら、地域の方が指導に来たり、近隣校と合同で練習したりと、学校と地域
が協力して支える形態です。



２．改革に向けたスケジュールついて

令和５年度～７年度

改革推進期間

令和８年度～１0年度

改革実行期間（前半）

令和11～１3年度

改革実行期間（後半）

改革実行期間内に原則全ての部活動で実現を目指す

休日の活動

・各種課題を解決しつつ、さらなる改革を推進
・国において実現可能な活動の在り方等を検証
・地域の状況に応じた多様な改革を進める

平日の活動
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３．滋賀県における部活動改革の在り方について 資料３
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1.部活動の加入状況の推移

報告事項 （2） 米原市の部活動の地域展開等の現状と課題について

145 98 114 128 139

183
204 202 199 205

739
703 688 685 673

R4 R5 R6 R7 R8

令和４年～令和８年 部活動加入者数

未加入 文化部 運動部

1,005
1,067

1,0171,0121,004

〇運動部
R4年度からR8年度にかけて66
名（約9％）減少。

〇文化部
200名前後で推移しており、一定
のニーズが継続。

〇未加入者
R5年度を境に増加傾向にあり、
学校外での活動や多様な過ごし方
を選択する生徒が増えている可能
性がある。

運動部

文化部

未加入
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２.学校ごとの部活動設置状況と部員数（令和8年度）

報告事項 （2） 米原市の部活動の地域展開等の現状と課題について

〇活動機会の格差と選択肢の制限
・在籍する学校や性別により、選択でき
る種目が限定されている現状。
・入学した学校によって活動の機会が
左右されるなど、生徒の意欲に応え
きれない状況。

〇小規模校による活動維持の限界
・少子化により、団体競技を中心に小
規模校でチーム編成が困難。
・活動の質的維持および安定的運営の
継続が、深刻な課題となっている状
況。

柏原 大東 伊吹山 米原 河南 双葉 合計

部活動設置数 5 9 6 7 4 10 41

陸上競技 12 43 48 27 62 192

軟式野球 9 18 17 44

男子ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 19 19

女子ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 16 18 23 57

男子ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ 20 20

女子ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ 16 16

女子ｿﾌﾄﾃﾆｽ 31 27 16 24 98

男子卓球 6 15 24 45

女子卓球 4 19 16 27 66

ｻｯｶｰ 24 20 32 76

男子ﾎｯｹｰ 27 27

女子ﾎｯｹｰ 13 13

ダンス 0 0

吹奏楽 12 34 6 30 82

科学 11 37 48

美術 27 21 48

芸術創作 15 12 27

未加入 8 43 20 40 4 24 139
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３.部活動指導員の配置について

報告事項 （2） 米原市の部活動の地域展開等の現状と課題について

配置数（人） 配置部活動（部）

柏原 ４ 卓球・ダンス・吹奏楽

大東 ２ バスケットボール・卓球

伊吹山 ２ 卓球・野球

米原 ４ 野球・サッカー・バレーボール

河南 １ ソフトテニス

双葉 ２ サッカー・野球

・配置実績（令和8年度） 市内全６中学校に計 １６名 を配置
・部活動指導員は、地域展開を見据え、将来的に地域指導者」としての役割を期待
・特定の指導者への依存、新たな人材の発掘・確保
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委託

連携・連絡・調整

連携
連絡
調整

運
営
主
体

カモンスポーツクラブ

カモンバレーボール＊連絡・調整
＊地域指導者の確保
＊指導料の支払い
＊練習会場の確保
＊事業費の管理
＊保険加入の手続き
＊学校との連携

活
動
主
体

＊市内小中学生を対象に練習会
＊将来的に大会への参加も検討
＊伊吹高校バレー部が
活動を支援 参加

委託

市内小中学校

（公財）伊吹山麓まいばらスポーツ文化振興事業団

競技団体地
域
指
導
者

＊卓球、ホッケー団体

＊指導者の確保
＊指導者との連携、調整

＊連絡・調整（学校、地域指導者、保護者、生徒）

＊地域指導者の確保
＊指導料の支払い
＊練習会場の確保
＊事業費の管理
＊保険加入の手続き
＊学校との連携

運
営
主
体

連携
連絡

＊卓球部（男女）

＊ホッケー部（男女）

活
動
主
体

地域部活動

指導者派遣連携
連絡

参加

連携
連絡

伊吹山中学校

生徒

顧問保護者

連絡

＊実証事業の申請および取りまとめ
＊国、県との連絡調整
＊部活動のあり方（方針）の検討
＊チーム会議の調整、実施

部活動地域連携マネージャー

米原市教育員会

報告事項 （2） 米原市の部活動の地域展開等の現状と課題について

４.地域展開等推進事業の活動体制について
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報告事項 （2） 米原市の部活動の地域展開等の現状と課題について

５.米原市部活動地域移行検討委員会の答申と本委員会の役割

米原市部活動地域移行検討委員会の答申（令和7年3月）
〇答申策定の過程
・令和６年度、学識経験者、学校、保護者代表、地域団体等の委員による全4回の審議
・児童生徒、保護者、教職員（計2,231名）へのアンケート調査を実施し、現場の意向を反映
〇本市の目標
子どもたちが、地域でスポーツ・文化芸術活動に安心して親しむための「持続可能な環境」を整備する

本委員会の役割

前委員会の答申を尊重し、令和13年度末までの「改革実行期間」における取組と、それ以降の将来
にわたって持続可能な活動体制の確立に向けた計画の策定を図る

９月15日
第１回検討委員会

1１月上旬
第２回検討委員会

１月上旬
第３回検討委員会

２月上旬
第４回検討委員会

０１ ０２ ０３ ０４

・アンケート結果の
共有
・計画の検討

・計画の検討 ・計画の検討
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報告事項 （３）地域展開に関するアンケートの実施について

(3)地域展開に関するアンケートの実施について

１．調査の目的
国の「部活動の地域連携・地域クラブ活動への移行」方針を踏まえた、本市における円滑な部活動地域展
開の検討
今後の方向性や具体的な施策を策定するための基礎資料とする

２．実施期間
令和８年９月１日（火）～ ９月１８日（金）

３．調査対象および実施方法
〇児童・生徒（小4〜中3） Google Forms（各校へURL送付）
〇中学校教職員 Google Forms（各校へURL送付）
〇全小中学校保護者（全小中学校） tetoru（テトル）を用いて直接依頼
〇地域団体（スポーツ・文化） 事務局より各団体へ直接依頼

４．今後の予定
本調査の結果については、集計・分析の上、次回の検討委員会にて報告いたします

資料３

１０


